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はじめに

レミングの大移動という現象がある.異 常

発生 した レミングが直線的に行進をはじめ,

ついには海や湖にまで突 っ込んで死んで しま

うという現象である.現 代人の日常生活 もま

たこのレミングの大移動 と似ているのではな

いだろうか.ひ たす ら 「発展」を目指 して前

に突 き進む.仲 間の誰が脱落 しようと見向き

もしない.進 行方向に何があろうと目に入 ら

ず,踏 み潰 して通 ってゆく.公 害を出そうが,

自然を破壊 しようが,お かまいな しだ.人 よ

り早 く滅亡 に突 き進 むことが最大の目標で

ある.

誰か このレミングの行進を止めることがで

きないのであろうか.仕 事,仕 事の毎 日,発

展,前 進の日本.と ころが,人 間はそんなに

都合よくで きていない.人 間も動物である以

上,休 息が必要だ.ラ イオ ンだ って狩 りを し

ている時以外 は寝そべっているではないか.

人間は機械ではないのだ.機 械だって普通に

使 っていて も耐久年数以上には使えない.ま

して最近の家電製品は3～5年 で壊れるよう

にできているという.普 通に使 っていて も壊

れる機械を長持 ちさせ るためにはメンテナン

スが必要だ.人 間にとってのメンテナンスが,
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旅行や余暇ではないだろうか.

旅行によって,日 常の仕事,生 活から逃れ

て,身 体 と精神を リフレッシュさせ る.そ れ

によって,邁 進するレミングの行進列か らは

み出て,自 分の行 くべき正 しい方向を考え直

す ことができるのではないだろうか.

旅行の空間性と時間性

近代に入 り,鉄 道の発達,交 通網の整備に

ともない,旅 行が大衆化す るようになったと

い う指摘がある.石 森秀三は 「かっての旅は

徒歩が中心であり,そ こでは トポス(空 間)

の移動が大 きな意味を もっていた.そ れに対

して,近 代 になって鉄道や汽船や自動車や飛

行機などの交通手段が発達す ることによって,

む しろ トポスより,ク ロノス(時 間)が 大 き

な意味をもっようになった」と前置きしたあ

とで,「 速度のテクノロジーの発達は,r空 間

距離か ら時間距離へ』と重要性の比重を移 し

てきた.い まや空間距離は現実にはあまり意

味を もたず,時 間距離が非常に重要になって

いる」と指摘するω.た しかに東京の地下鉄

で,葛 飾区から渋谷区までゆく時間と,飛 行

機で羽田か ら関西空港まで飛ぶ時間は,時 間

的には大差な く,距 離的には大幅な違いがあ

る.っ まり空間的な距離は目的地に 「移動」

す るという点においては意味をもたず,時 間

的な距離のみが意味をもっ時代となってきて
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いる.

また,石 森と同 じ研究グループの池田光穂

は,「観光において,異 境体験と空間の移動

は重要な要素として密接に結びっいていた.

しかしなが ら,今 日の観光において,空 間の

移動 とそれに伴 う時間の経過は,異 境体験に

伴 う消極的な演出効果においてしか意味を持

たないように思える.空 間移動に対 して大 し

た評価が与え られないのは,い わば観光自身

がフィクション化するような状況を生みっっ

ある証拠なのである」とい う指摘を加える(2).

海外旅行を例 にと:った場合,時 間的短縮 はた

しかに一面で大きな革命であ った.ヨ ーロッ

パに行 くのに,船 で何週間何 ヶ月 もかけて出

かけなければならないのであれば,こ れほど

日本人が ヨーロッパに気軽に旅行す るように

はな らなか ったであろう.ま さに旅客機の発

展による結果である.

だが旅行の本質 は異境体験だけであろうか.

また異境における行動 ・体験だけが旅行であ

ろうか.旅 行がわ くわ くす るのはなぜか.面

倒で も自分達で時刻表を見て,列 車や飛行機

の時間を調べ,宿 泊施設を確保する.こ こか

ら旅行が始まっているのではなかったか.そ

うして列車に乗 り込み,お 菓子を食べなが ら,

あるいは一杯や りなが ら,同 行の仲間と無駄

話をす る.そ れ も重要な旅の楽 しみではな

かったであろ うか.

もちろん旅行斡旋業者が存在する現在,お

膳立て はそち らにまかせて もよい.だ が,『

パ ッケージ ・ツアーに して も,実 はその途中

のバス車内での談話に花が咲くことはしば し

ばだ し,旅 行業者 もそのことで苦労 している

はずだ.最 近,テ レビの 「電波少年」という

番組で,猿 岩石という若者二人組が香港か ら

ロン ドンまで ヒッチ ・ハイクして到達すると

いう企画があり,こ れが若者視聴者の支持を

得た.も ちろん番組構成のうまさもあったが,

飛行機や船を使 って簡単に目的地に着 くので

はな く,英 語 もろ くに喋れない二人が苦労 し

て ヒッチ ・ハイクす るその姿に視聴者は共感

を覚え,感 動 したのである.っ まり目的地に

行 くことではな く,到 達 までの過程に,見 て

いる側はなにか しら熱いものを感 じ,小 さな

羨望を抱いたのである.

ドラエモンのポケットアイテムに 「どこで

も ドア」というのがある.こ れは,ド アを開

くと自分が行きたいところに行けるという極

めて便利なすぐれものである.た いていの人

はこの 「どこでも ドア」を欲 しがる,し か し,

この ドアがあるからこそ主人公ののび太君は

成長できないのである.友 達のジャイアンや

スネ夫rし ずかちゃんが苦労 して着いた場所

に,不 思議なアイテムを使 って(楽 を して)

到着 して しまう.の びた君は電車に乗 ること

も,歩 いてそこに行き着 く方法 も何 も学ばな

いで,結 果にだけ到達 している.い や到着 し

たという結果だけしか得 られないと言い直す

べ きか.

ヨーロッパに行 くのに歩いて,ヒ ッチハイ

クで行 くというのは極端すぎて比較にはなら

ないが,そ のように極端に空間的距離がかけ

離れている場合を除けば,「 移動」その もの

も実は立派な旅の一部なのである.こ の楽 し

さは内田百間や宮脇俊三の文学作品を読めば

納得いただけるのではないか.

鬼怒川温泉の濫觴

明治期の鬼怒川がどのような様子であった

かを知 るのに最適 な記録が ある.ア ーネス

ト・サ トウ編著のr明 治 日本旅行案内』であ

る(3).彼 が福島か ら土ノ湯峠 ・若松 ・鬼怒川

渓谷を経て 日光へ向 う時の描写をみよう.

山王峠はそれほど高 くない.下 野側へ下

ると鬼怒川の渓谷で,川 沿いの五十里村と

藤原村との間はこのルー トの中で も最 もす

ばらしいところである.高 原までの風景 は

誠に魅力的だ.一 八七七年にっ くられた道

は峡谷へと下 り,多 くの場所で岸か ら川に
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向かって張 り出 し岩か ら突出する丸太に支

えられている.以 前はこの道は右岸側の山

岳部を通 り高原で左岸に移 っていた.高 原

の対岸には温泉があるものの村人によれば

訪れるに値 しないという.旅 宿は非常に貧

弱でかつ汚い.風 呂は単に川の近 くの岩を

掘 り下げた水槽で しかない.藤 原を過 ぎる

と風景は興趣を失い高徳で山岳部から抜け

出る.こ こから数町先で左 に湾曲する鬼怒

k川 を渡り耕作 された高台を越え,大 谷川の

奔流を経て今市に着 く.当 地か ら日光への

直達路が続いている.

とあり,風 景はみごとなものの,温 泉地とし

ては未熟 なもので あった ことがわか る.サ

トウが指摘 した 「水槽」 は早 くは宝暦2年

(1752)5月 の 「下滝村湯船 ・休所普請願書」(4)

にその濫觴がみえる.

御願二付[(破 損)]

金壱両壱分

道普請人足弐拾人程

巳ノ九月

川原湯船入替

金弐分

酉ノ春中

泉湯小屋ノ湯船河原へ入替二引越申候

〆金拾弐両 ト弐朱

人足手間弐百四拾五人

右年々万水二付押流サレ破損仕候,去 々

年休小屋[(破 損)]二 かけ申候,湯 船ハ

割木二て[(破 損)]申 候,

下滝村 五郎兵衛(印)

十兵衛(印)

宝暦弐年

申ノ五月

弥左衛門(印)

平右衛門(印)

佐左衛門(印)

庄兵衛(印)

とあり,鬼 怒川の河原に設けられた湯船 と休

小屋が,洪 水によって押 し流されたため,道

普請とともに人足を雇 って修理 するための願

書が出されている.構 造 として は,河 原 に'

「泉湯小屋」があ り,そ こに入浴のための湯

船が設置されて いたのであろう.ま た,「 年

未詳申五月下滝村湯船 ・休所普請入用覚」⑤

に,「 一,湯 船 但 シ雨笈共 二 弐 ヶ所」

「一,休 所 但シ弐間梁四間 壱 ヶ所」とあ

ることか ら,「泉湯小屋」には二個の湯船が

設置されていたことがわかる.

この泉湯小屋の運営は 「湯守」を勤あた宇

都宮上瓦町の塩屋清左衛門に委ね られた.そ

の始まりはいっかは正確にはわか らないが,

現存す る史料としては天保3年(1832)12月 朔

日付の 「下滝村温泉湯守依頼状控」が もっと

も古い(6).そ れによると,塩 谷清右衛門は湯

守の権利を7ケ 年72両 で借 り受けている.さ

らに滝村が日光山領であることか ら,本 坊で

ある輪王寺宮に毎年運上金として50貫 文,村

へは差出金22貫700文 支払 っている.7年 分の

契約金が72両,毎 年の税金が72貫700文 とい

うのは,結 構な額である.

塩屋清右衛門 との契約は,天 保10年(1839),

弘化3年(1846),嘉 永6年(1853),万 延元年

(1860)と,き っちり7年 ごとに4度 にわたっ

て更新 されている.天 保3年 か ら慶応3年

(1867)ま での35年 問にわた って,宇 都宮瓦

町の塩屋清右衛門は,下 滝村の湯守を独占 し

っづけたわけである.

ところが,慶 応4年(1868)の 下滝村の契約

相手は今市間之道の坂本屋文五郎 となってい

る(7).

相頼申湯守一札之事

,金 百拾九両也,但 シ七 ヶ年分,右 は村方

為助成金と慥二請取申候処実証也,但 シ

御運上納方之義 は,年 々五拾貫文宛御本

坊様え御上納可被成候,外 二三拾五貫文

ツ ・湯守方ろ村方え年々差出可申筈相定

申候,年 季之義 は当辰年より戌十二月迄

一72一



鬼怒川観光の歴史と課題

七 ヶ年之間,湯 守相頼申候上 は,湯 一件

二付脇方より違乱申者有之候ハ ・,私 共

罷出貴殿方え少 も御苦労相掛申間敷候,

但 シ諸色品々差引之義 は,相 対勘定可仕

筈二御座候,尤 普請之義は新宅二いた し

候筈二てニタ年季相定 メ申候,為 後 日仍

て如件,

下滝村

慶応四辰年正月

今市間之道

百姓代 仁左衛門

年 寄 平右衛門

年 番 祐 次

坂本屋文五郎殿

この史料によると,7年 分の契約料 は119

両に,輪 王寺宮への運上金は50貫 文に,そ し

て村への差 出金は35貫 文へと値上げしている.

弘化3年 以降の塩屋清右衛門の契約金がい く

らであったかわか らないが,も し天保3年 以

降 同 じ金額での契約が続いていたとす るな

らば,慶 応4年 の湯守交代劇は,湯 守の利権

に目をつけた坂本屋文五郎の割 り込みだ った

のか もしれない.そ の手段 として,契 約金 ・

毎年の税金の釣り上げが行われたのではなか

ろうか.

この推測が当を得ているな らば,近 世にお

ける鬼怒川温泉の利用度 も捨てた物ではな く,

かなりの利用度があったと考えねばならない.

温泉宿 もな く,わ ずかに一件の休息所に湯船

が二っあるだけの温泉に,そ れほどの利権が

あるというのは信 じがたいが,史 料を信用す

る限 り,事 実である.

では,ア ーネス ト・サ トウが見た頃の鬼怒

川温泉はどのような状況であったろうか.

明治18年 のr地 誌編輯材料取調書』による

と,

日新湯(藤 原村)

明治六年本村星次郎作之 ヲ発見ス,村 ノ

南方,字 モウキニア リ,同 九年浴場 ヲ修

築ス,湯 質硝酸礬土剥篤亜斯及塩気 ヲ含

メリ,温 度殆 ト六十度ニシテ,主 治ハ諸

病 ヲ兼 ヌ ト雖,疝 気スバクノ類最 も効 ヲ

奏ス,浴 場一ヶ所,逆 旅壱戸,一 歳 ノ浴

客凡九百人,

滝ノ湯(滝 木寸)

宝暦元未年八月,村 内沼尾平吉 ノ祖平左

ヱ門,沼 尾八郎治ノ祖沼尾重平両人ノ発

見スル所ナ リ,湯 質硫黄ニシテ少 シ塩気

ヲ含メリ,主 治ハ焼疼癬疥痔等最 も功 ヲ

奏ス,温 度ハ百五度,浴 場四 ヶ所,逆 旅

壱戸,一 歳 ノ浴客数凡千余人アリ,'

とあって,日 新湯には宿屋が一件 に浴場が一

箇所あ り,一 年の入浴客数が約900人.滝 の

湯には宿屋が同じく一件に浴場が4箇 所あり,
一年の入浴客数:が約1000人 であった.両 湯で
一年に約2000人 近 くの入浴客があったわけで

ある.明 治7年 の入湯料金が1人50文 である

から,約100貫 文の収入 となる.1両 一4貫

文 として計算すると,金25両 となる.

滝村の温泉 について は,明 治29年9月 の

「鉱泉検査願」には(8),

下野国塩谷郡滝村字和田沼温泉発見之原

由

明治廿一年七月廿一日魚漁ノ為メ,其 近傍

ヲニ於テ岩間ヨリ温泉流出スル ヲ,村 内沼

尾金吾外拾五名ニテ発見セシモノニ相違無

之候也,

右願人総:代

明治廿一年九月十六日 沼尾重兵

沼尾金吾

とあり,こ こでは明治21年 に和田沼温泉が発

見されたことになっている.同 じ沼尾一族の

話であるのに,宝 暦2年 説と食い違う記述が

なされているのはどういうわけか,不 明であ

る.宝 暦2年 の ものとは別に新たに発見され

たということであろうか.
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表1藤 原町源泉表(明 治 ・大正期)

源 泉 名 位 置 発見(発掘)年月日 管 理 者

鬼 下滝温泉 大字滝字和田沼,竹 ノ沢地先 大正6年2月 発掘 八木沢善八

怒 鬼怒川温泉 〃 字和 田沼816番 地先 ノノ 〃

川
西 大滝温泉 〃 字和田沼地先二子違和南端 大 正8年9月10日 発 見 根津嘉一郎
岸 〃 字和 田沼854番 地先 大正11年12,月5日 発 見 星藤太

湯ノ滝温泉(甲) 大字藤原字沢2番 地先 大正8年8月20日 発 見 星藤太

鬼
〃(乙) ノノ 大 正13年7月12日 発 見 星献太郎

怒 〃(丙) 〃 大正8年8月20日 発 見 星藤太

川 〃(丁) ノノ 〃 ノノ

東 〃(戊) ノノ ノノ ノノ

岸 宝 ノ湯(甲) ノノ 明治8年5月 発見 星藤太

蔦ノ湯 大字藤原字竹ノ沢1604番地先 大正14年3月4日 発 見 渡辺与八

西
男

元 湯 大字川治 享保3年 頃発見 高橋秀治

崖
新 湯 〃 字下河原1番 地先 明治19年頃…覗 小平弥一郎

川 外4名

註:藤 原 町史 』通 史編 よ り転 載

ところで鬼怒川温泉は,川 の東西で多少呼

び名が異なり,西 岸は下滝温泉あるいは滝温

泉 ・大滝温泉と呼ばれ,東 岸は藤原温泉 ・麻

屋温泉 と称 された.麻 屋温泉と称された理由

は,明 治40年 頃か ら八木沢善八によって経営

された 「麻屋支店」によるものであろう.大

正5年8.月12日 の下野新聞に 「道に沿ふて麻

屋 といふ二階造 りの古風な温泉宿がある.崖

に下 りて行 くと温泉が涌いて居て此の絶景を

眺め乍 ら湯浴みす ることが出来 る」と記 され

ている.当 時は,あ くまで河原の湯であった

のである.

八木沢の話によると⑨,

泊まり客は,「 湯治」がほとん どで,近 郷

近在の人でした.馬 の背 に米や ミソを付け

て,ク ラの上にコタツのヤグラのようなも

のを付けて,そ の中にはいってやって くる

お年寄が目立ちました.

とあるように,こ の頃は観光とい うよりは,

湯治場で しかなか った.明 治35年 刊行の片山

友彦 のr勝 地名 区遊覧案 内』 に も,「滝温

泉」の案内として,

日本鉄道 日光線今市停車場 より北に向って

行 くこと四里半の処に在 り,其 地は鬼怒川

に臨みて幽邃閑雅の処なり,温 泉宿 は湯主

幸屋の一戸のみにて,此 湯は皮膚病,火 傷

等に特効ありと云へり,

とあ り,や はり湯治場としてのイメージが強

い.と ころが大正に入ると,鬼 怒川の東西両

岸で新源泉が次々 と発見 され ることになり

(表1参 照),近 在の地元民相手の湯治場だ

けではなく,本 格的な温泉旅館の経営に乗 り

出す雰囲気が醸成された.

鬼怒川温泉の発展には,新 源泉の発見だけ

ではな く',実は鉄道の整備が リンクしていた.

鬼怒川東岸では大正8年 に星藤太によって湯

ノ滝温泉(甲)が 発見されているが,こ の星藤

太 は藤原軌道の創設者で もあ った.藤 原軌

道株式会社は,大 正4年3月23日 に資本金10

万 円でスター トし,同 年10月30日 に改組 され
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表2鬼 怒川観光年表

年 期 鬼怒川温泉関連記事 東武鉄道関連事項 その他の出来事
明治30年 東武鉄道株式会社設立 金本位制実施
明治32年 北千住一久喜間開通
明治40年 滝温泉客615人、川治温泉客1496人 足尾暴動
明治43年 浅草一伊勢崎間開通 軽便鉄道法公布。東京市電、業平橋に開通

明治45年 佐野鉄道合併 ジ ャパ ン・ツーリスト・ビ ュ叩 一:膚位

大正2年 太田軽便鉄道合併
大正4年 藤原軌道設立 大正天皇即位。対華21箇条要求
大正6年 金谷真一、日光自動車株式会社設立
大正8年 和 田沼に第1号 源泉発見

大正9年 東上鉄道株式会社合併 株価暴落 し戦後恐慌起こる

大正10年 下野電鉄と改称 木戸ケ沢鉱山休山
大正12年 星藤太、日光 ・塩原 ・那須間道路建設の意見書 和田沼に第2号 源泉発見 星藤太、県会議員に当選。関東大震災

を提出する。

大正14年 大滝館開業 東上線全通
大正15年 3月 今市駅一鬼怒川間の乗合自動車開業 小佐越 ・藤原 ・滝 ・大原で大幅な人 口減少
昭和2年 星藤太、合資会社昭和自動車商会設立 館林 ・久喜 ・伊勢崎間電化 金融恐慌。モラ トリアム実施。 山東出兵

温泉区名を鬼怒川温泉に、下滝駅を鬼怒川温泉

駅に改称

昭和3年 太田 ・相老間電化 自作農創設維持事業開始
昭和4年 今市 ・高徳 ・天頂間直通列車運転 東武 日'光線開通、下今市駅開業。 金輸 出解禁令公布。

滝地区に広大な土地を買収 世界恐慌始まる。

昭和5年 芸妓8名 がラジオで鬼怒川小唄を放送 鬼怒川温泉駅改築落成 下野中央銀行、支払い停止。金輸出解禁
昭釉6年 星藤太 ・桜 田壬午郎、源泉の開発に成功 鬼怒川温泉ホテル開業、金谷氏に 三依村、村有林50町歩の立木売却

営業依頼。宇都宮石材軌道買収 満州事変。 自動車交通事業法制定

昭和7年 川治温泉、下野新聞の県下十二勝で一位に選出 麻屋裏に第3号 源泉試掘 救農土木事業始まり、三依村で河川工事 ・

関東自動車会社、宇都宮一鬼怒川間の営業開始 道路修築実施。藤原村でも農村振興土木事
8月 日光自動車株式会社、今市一鬼怒川間路線 業として旧道改修工事実施。
譲 り受 ける。 上海事件。

昭和8年 国際連盟脱退
昭和9年 接客業関係戸数258戸になる 自動車事業開始

8月 鬼怒川温泉上永道施設の提案が議決される

昭和10年
'2月藤原村を鬼怒川町に改称

の議案が出される 浅草一鬼怒川間の特急電車運転開始 木戸ケ沢鉱山再開
5月 藤原村は藤原町 とな り町制施行される 第3号 源泉さつ掘工事完了

昭和11年 旅館 ・料理屋等の塵芥処理場が滝地内に建設さ 2・26事 件

れ る。

昭和12年 12月日塩道路全通、鬼怒川高原スキー場発足 上州鉄道社線買収完了 日光自動車株式会社、鬼怒川一川治間の路

線譲 り受ける。 日中戦争開始
昭和13年 8月 省営バス営業所鬼怒川派出所設置 国家総動員法公布

温泉地区で火災発生

昭和14年 第二次世界大戦始まる
昭和18年 下野電鉄買収、鬼怒川線獲得

下野軌道株式会社となる.

下野軌道 は,最 初,今 市停車場 と藤原村

を結ぶ線路を作 り,鉄 道沿線 の鉱山か ら産

出され る鉱石や藤原村 の木材 ・木炭等を運

搬する ことが 目的であ った.し か し,そ れ

が大正10年 には下野電気鉄道 となり,路 線

を拡張 し,同15年 に東武鉄道の経営参画を

受 け,昭 和4年 には全面的に東武鉄道の傘

下 に入 り,つ いに昭和18年 に鉄道事業を東

武鉄道に譲渡す るとい う経過 の中で,下 野

軌道 は,鬼 怒川の観光化に大いに寄与 した

のである(表2参 照).

鬼怒川温泉の発展

では,鬼 怒川は,い ったいいっ頃か ら観光

地として認識されるようになったのであろう

か.も ちろん江戸時代か ら温泉はあり,湯 治

場として数百人の浴客を迎えていたのである

か ら,そ の名がある程度 は知 られていたこと

は当然である.問 題は,一 般の観光客に観光

地として認識 されたのがいっかということで

ある.

大正9年 発行のr温 泉案内』(鉄 道省編集,

博文館発行)に は,「 東北線」の項 に,黒 山,

伊香保,沢 渡,四 万,川 原湯,薮 塚,西 長岡,
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表3観 光案内書一覧

発行年 出 典 鬼怒川 11治 日光 湯西川 那須 塩原 水上谷川伊香保 草津 四万 川原湯薮塚万座
1908 日本漫遊案内 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1921 旅程と費用概算 ○ ○ ○ ○ ○
1923 温泉案内 ○ ○ ○ ○ ○ ○
1925 三都中心名所の旅 ○ ○ ○ ○ ○ ○
1927 絵入当世膝栗毛 ○
1929 旅行礼賛 (大滝) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1929 名勝温泉案内 (藤原) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1930 旧本案内記 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1932 旅程と費用概算* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1933 景観を尋ねて ○ ○ ○ ○ ○
1934 名勝温泉案内 ○ ○ ○ ○ ○ O O ○ ○ ○ ○ ○
1938 関東東北旅行案内 ○ ○
1942 ポケッ ト日本温泉案内 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1949 風景読本 ○ ○ ○ ○
1954 温泉と旅の計画事典 ○ ○ O ○ ○ ○ ○ ○ ○
1956 旅程と費用 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

註:○ 印 は掲 載を あ らわす 。 日光 は 日光湯 本温 泉 の略

梨木,日 光湯本,塩 原,那 須,甲 子,母 畑,

嶽,云 々と38ヶ所の温泉地を挙げながら,鬼

怒川については触れていない.

ところが昭和2年 刊行のr温 泉案内』には,

「大滝温泉」として,

東北本線宇都宮駅から分岐する日光線今市

駅か ら,下 野電気鉄道に乗換,鬼 怒川温泉

駅か ら二丁乃至三丁,別 途今市駅から自動

車賃九十銭 同貸切六円,俥 賃一円六十銭

地 は鬼怒川畔にあり,美 しい渓谷が目を拭

はせる.付 近夫婦松,虹 見の滝の勝がある.

と紹介されている.旅 館 としては,麻 屋 ・大

滝館 ・星野屋の三軒があがっている.『藤原

村郷土 ノ研究』によると,昭 和5年 には,旅

館は麻屋 ・大滝館 ・星野屋旅館 ・鬼怒川旅館
・錦園旅館 ・鬼怒川温泉ホテル ・井桁屋旅館

・朝 日屋旅館 ・桶屋旅館の9軒 が数えられ,

着実に観光地化 しっっあった⑲.

今,試 みに手元にある旅行案内書にいつ頃

から鬼怒川温泉が 目次項目に挙がって くるか

を表にしてみると,表3の ようになる.網 羅

的に旅行案内書を検索 したわけではないので,

正確 なことはいえないが,1929年(昭 和4)に

大滝温泉の名がr旅 行礼賛』に登場 して以来,

ほぼコンスタン トに鬼怒川温泉は旅行案内書

に紹介されている.そ して1930年(昭 和5)に

は,川 治 ・湯西川など東武線沿線の温泉地が

出揃 う.旅 館が9軒 に増えていることと合わ

せ考えても,1929年 ～1930年 とい うのが鬼怒

川温泉にとって一っの大きな画期であったと

いえよう.

1929年 ～1930年 というのは,表2を 見 ると

わかるように,東 武鉄道が鬼怒川地区に本格

的に進出 してきた時期であった.1929年 に東

武日光線が開通 して,下 今市駅が開業す ると,

下野電鉄が乗り入れた.こ うなると,こ れま

で日光 ・鬼怒川に行 くのに省線(国 鉄・JR)

を利用するより,東 武鉄道 ・下野電鉄を利用

す るほ うが便利 にな った.そ うして1930年

8月 には下野電鉄の鬼怒川温泉駅が改築落成

したのである.

ところで東武資本の鬼怒川温泉ホテルであ

るが,1930年 刊行のr藤 原村郷土ノ研究』に

大滝館 と並んでその名がみえるのは事実 とこ

となる.鬼 怒川温泉ホテルは1924年(大 正14)

2月 に開業 した大滝館を買収 して,約100万

円の資本を投 じて近代化 した物が,当 ホテル

で,そ の開業は1931年(昭 和6)3月 であるqD.

東武とい.う中央資本の侵入に刺激されてか,

当時の村長 ・星藤太はいっそうの発展のため,

さらなる高温の源泉の開発に力を注ぎ,1927

年か ら桜田機械工業株式会社の社長桜田壬午
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郎の協力を得て,ボ ウリングを開始 していた.

その源泉の開発が成功するのが,1931年 のこ

とである.一 方,1930年 には鬼怒川温泉か ら

8名 の芸妓が上京 して,ラ ジオで 「鬼怒川小

唄」を放送 している.電 波による宣伝 も積極

的に行われだ したのである.

繰 り返 しになるが,1930年 前後は,ま さに

鬼怒川温泉が近代的観光地 となる画期であ っ

た.

昭和10年 発行のr旅 はクーポン』 には,

「鬼怒川温泉」の項目が設けられている(12J.

鬼怒川温泉 栃木県塩谷郡藤沢村

省線 日光線今市駅或は日光駅から乗合 自動

車で約四〇分.此 の外,東 武電車の下今市

駅で下野電鉄に乗換へ,鬼 怒川温泉駅下車.

もと大瀧温泉と称 した所で鬼怒川渓谷の景

勝の地に出来た温泉場である.此 の渓谷 は

春 は野州花.秋 は紅葉の美あり,ま た虹見

の瀧や,夫 婦瀧等奇勝多 く.

其の他舟遊び,釣 魚,茸 狩の快 もある.

近頃では料理屋も多 く出来て,脂 粉の香の

高い温泉郷として定評がある.

ここに指定旅館 鬼怒川温泉ホテル,麻 屋,

鬼怒川館がある.

と記されている.ま た,昭 和29年 に4版 が出

たr温 泉 と旅の計画事典』には,鬼 怒川温泉

への交通について,次 のように記 している㈲.

っまり戦前までは,塩 原は,那 須 とおなじ

ように,駅 か らぐっと温泉宿まで入 ると,

そのまま ドンづ ま りで,ま た同 じ往路 を

戻って来 ざるをえなかったのが,戦 後,塩

原古町(い ちばん最奥の温泉)か ら,高 原

山の北の腹を縫つて,鬼 怒川温泉へ歩かず

にぬけられるようになったのが,ま ことに

特筆すべき事実なのである.

写真① 昭和初期の鬼怒川温泉のパンフレット

さ らに,《 鬼 怒 川 温 泉 》 の 項 に(14,

日光 とはちよっとはずれて,今 市か ら北上

した鬼怒川のほとりに湧 く温泉街で,東 京

都民の終末の歓楽地としては,つ とに著名

である.浅 草から電車で三時間の直通 もあ

るので便利である.

と あ り,東 武 鉄 道 の こ とが 交 通 手 段 と して み

え る.そ の 詳 細 は 「浅 草 一下 今 市 一鬼 怒 川 温

泉 一急 行 直 通,三 時 間 四 三 分,片 道 二 五 〇 円

急 行 料 一 〇 〇 円 」 で あ る.現 在 は ス ペ ー シ ア

で 約90で 浅 草 一鬼 怒 川 温 泉 間 を走 って い る.

ロマ ン ス カ ー は 昭 和24年 に 「き ぬ 号 」 「け ご

ん 号 」 が 運 転 を 開 始 し,昭 和28年 に は 特 別 設

計 の カル ダ ン式 ロ マ ンス カ ー も登 場 したU51.

昭 和31年 に は 直 通 特 急 ロマ ン ス カ ー が 登 場 し,

2時 間16分(142㎞)と 短 縮 さ れ,運 賃 は 片

道290円 と 特 急 料 金200円 の 合 計,490円 とな っ

て い る(16).当 時 ロマ ンス カ ー は観 光 シ ー ズ ン
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写真② 鬼怒 川温泉地 の 街並風 景

(199了年11月4日 撮影)

の6月 中旬～9月 中旬までの期間,1日 に2

便 しかでなかったが(土 曜日は午後1回 増

発),急 行で も2時 間40分 で,2年 前に比べ

て1時 間も短縮 している.

この東武鉄道の時間短縮,お よびロマンス

カーの登場 は,鬼 怒川温泉への観光客の増加

に触発された結果 と考えることができる.浅

草か ら一度 も乗換え無 しで温泉地に2時 間強

で行けるというのは,東 京都民にとって大き

な魅力であったに違いない.

か くして,鬼 怒川 は,箱 根同様,東 京 か

ら手軽に行 ける観光温泉地 とな ったのであ

る.

鬼怒川観光の課題

鬼怒川温泉 に行って,お 湯にっかると,本

当にいい湯だなあと感 じる.し か し,一 歩ホ

テルを出ると,あ まりの景観のひどさに,一

瞬で興ざめす る.こ れでは,鬼 怒川を 厂観光

する」気はおきないし,事 実,観 光すべき場

所 もない(写 真②③参照).

鬼怒川温泉が観光地として存続す るために

は次の3っ の問題点がある.

①街路が美 しくない.

②景観が台無 しにされている.

③町としての統一性がない.

この3点 はじっは,一 っの事象に関わって

写 真③ 鬼 怒川公 園駅 前 の廃屋 ホ テル

(199了年11月4日 撮影)

いる.そ れはホテル ・旅館の利己主義である.

ホテルや旅館側の論理 として は,Aホ テ

ルやB旅 館で はな く自分 のホテル ・旅館を

意識 して欲 しい という利 己的な競争意識が

働 く.こ れ は自由競争の原理 として企業な

らば当然の心理である.だ が,こ の狭い競

争心理が観光地を駄 目にす る一因でもある,

最近のホテルはホテルの中に娯楽施設がほ

とんど揃 っている.ま ず到着すると,ラ ウン

ジで コー ヒーがサービスされる所 もあり,一

息っ くとボー リング場やゲームセ ンターが

待 っている.一 風 呂浴びて喉が渇けば,ビ ヤ

ホールのような場所 もある.夕 食時には食事

場が宴会場になるように設定されている.大

人向けにはコンパニオ ンがオプションでっき,

若者 向けにはカラオケが サー ビスされ る.

バーやクラブもどきの飲み屋 も入 っていれば,

ラーメ ン屋のような廉価な屋台風の店 もあ っ

た りす る.風 呂も温泉だけでな く,露 天風呂

があり,打 たせ湯があ りと趣向を凝 らしてい

る.宴 会が売 りのホテルや旅館には,二 次会

セ ットまである所が出てきた.フ ァミリーを

ターゲッ トにしたホテルでは,ア ニメ映画の

上映や人気番組のショーがあった り,工 作教

室(陶 芸や木工)が 開かれたりしている.

朝になれば,朝 市が開かれ,そ の土地の物

産が一同に集っており,お 土産を買 うにも便
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利にできている.つ まり,一 っのホテルや旅

館に行けば,そ こから外 にでな くてもすべて

事足 りるように設定 されているわけである.

宿泊施設側としては,せ っか くの客か らたん

に宿泊費を得 るだけで はな く,お 土産 や レ

ジャー費まで自分の所に落 していってもらお

うという魂胆である.

しかし,こ れではかえって リピーターは減

るのである.一 般に旅行客が旅行先をきめる

のは,宿 泊施設に左右 されるよりは,未 知の

場所への期待感による場合の方が多い し,ま

た二度目以降は,そ の土地のよさによるので

あって,宿 泊施設のよしあ しはその次で しか

ない.た とえば,鬼 怒川のAホ テルに泊って

とても満足 した旅行客が,ど んなに満足 して

も次の旅行先を鬼怒川にきめるかどうかはわ

からないし,鬼 怒川に決めた場合でもAホ テ

ルにするとは限らない.旅 行客は浮気性なの

である.ほ かのホテルにも泊ってみたい し,

しっとりとした和風の旅館 にも泊 ってみたい

と思 うのである⑰.

ただ し,人 に勧める場合 は,自 分の経験で

しか話ができないか ら,も しA旅 館に泊 って

「良い」と感 じた人が,友 人か ら鬼怒川での

宿泊先を相談されたな らば,お そらくA旅 館

を勧めることになるであろう.そ れゆえ,自

助努力は必要ではある.

しかしこれが,鬼 怒川がなんといって もい

い場所だ,と いう印象を旅行客が もった場合

どうなるか.数 ある旅行先 ・観光地の中で,

再度行 きたいのは鬼怒川であるとなった場合

に,Aホ テルであろうがB旅 館であろうが,

はたまたCペ ンションであろうが,競 争相手

は鬼怒川内に限 られ,競 争率 はぐっと低 くな

る.そ のあとはホテル ・旅館の持ち味の勝負

なのだ.

ようす るに,自 分のホテル ・旅館が目立 と

うとするのは,ま ず 自分の観光地に客の 目を

向けさせてか らの話で,そ れ以前の段階では

ないのである.何 度 きて もまだ見足 りないと

いう気持ちにさせて旅行者を帰宅 させ るのが,

リピーターを確保する最善の策である.そ れ

で一番得 しているのが京都である.京 都には

「多 くの」歴史がある.そ の歴史は一度や二

度では見切れないほどの多さである.そ のた

め,京 都は観光になん ら努力 もしないで,安

穏と して観光地足り得ている.そ れは悪 く言

えば,過 去の遺産に乗 っかっているだけで,

いずれ足元をす くわれる危険性を孕んではい

る(1鋤.しかし,今 のところ過去の遺産 はまだ

食いっぶされてはいない.こ のような歴史性

に富んだ場所は,ひ じょうに得である.観 光

客の方で勝手に名所を見っけて くれるか らだ.

そして,い かに近代開発によって名所旧跡が

その真価 を低 くしっっあ って も 「京都 一古

都」というブラン ドがまだ幻惑的に観光客の

ノスタルジーを くす ぐっている.

では鬼怒川はどうか.草 津 ・伊香保 や伊

豆 ・箱根に見 られるような歴史性は薄い.草

津 ・伊香保には明治維新後にベルツというお

雇い外国人がやってきて,そ の効能を保証 し

て くれたという折 り紙付きの面があり,草 津

には草津節というテーマソングがあり,伊 香

保には文人墨客の足跡がある.伊 豆 ・箱根は

北条氏の活躍の場所 とい う歴史性があ り,金

太郎伝説,江 戸時代の難所といわれた関所が

ある.ま た外国人が軽井沢にっいで愛 した芦

ノ湖の景色がロマンチ ックで もある.

ところが鬼怒川には歴史性 もなければ,お

墨付 きもない.文 学性も薄い.熱 海が,東 京

からの近便性と同時に,ど れだけ尾崎紅葉の

r金色夜叉』の恩恵を受けたかを考えれば,

観光地にとって文学性がいかに重要かがわか

るであろう.そ の意味で,手 っ取 り早い方法

は,売 れっ子の小説家に,鬼 怒川を舞台に小

説を書いてもらうことだ.そ してできれば,

テ レビドラマ化か映画化 して もらうことだ.

その場合ジ小説は恋愛小説でなければな らな

い.男 女が自分達を小説の主人公に投影で き

るようなス トー リーと舞台作 りが重要である.
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写真 ④ 鬼怒 川渓谷 にせ り出 したホ テ ル(1997年il月4日 撮影)

二番煎 じで もよいか ら,な にか印象的な樹木

や岩などの前で二人が約束 したり,別 れたり

する名所 も必要である.駅 前には二人が初め

て出会 った粋な喫茶店があり,そ こから二人

が歩いたプロムナー ドが続いている,と いっ

た景観造りができれば,ま ずはずれることは

あるまい.

今の鬼怒川の街路は,そ れに比べてあまり

にもお粗末である.ホ テルの中に入って もら

えばそれでよい.ホ テルの入口周辺です ら,

景観的に整備されていない.先 に京都は得を

しているといったが,こ れは歴史性だけの問

題ではな く,街 並みにおいて もそうである.

もちろん京都といって も,今 はそれらしき所

を探さねばな らないが,そ れで も清水寺から

八坂神社に行 く東山界隈,祗 園,先 斗町,木

屋町筋,御 所近辺の寺町通,室 町烏丸上ル通,

上七軒等々,他 の都市 に比べれば街並みの

揃 った所は幾 らも見出せる.そ こには伝統 と

いう歴史に培われたものがあると同時に,そ

こに息づ く人々の 「雰囲気」が漂 っている.

コンクリー トの直方体に囲まれた寝 るだけの

居住空間ではない.ま さに京都に住む人が生

活 している場がある.顔 のない移動民が一時

的に住むのではな く,は っきりとした表情の

ある人間が住んでいる安心感 と懐か しさを,

来訪者に与えて くれる.そ れは,地 方の農村

や山村で,は っきり職業がわかる人達に出

会 った時の感興 に似ている.

鬼怒川にはそれがない.

どこにで もある地方の整備されていない街

並み.観 光以外 いったいなにで生活 している

のかわか らない家々、どこに隠れたか,子 ど

も達の姿 もみかけない.こ の町はいったいど

んな町なのか,町 に表情がない.

芦原義信は街並みの構成について,次 のよ

うに述べている(]9).

一軒一軒はよ く見ると違 っていて も,い ず

れも同 じ建築技術と工法が使用 され,街 全

体に一体感があり共通の価値観によって支

えられている.街 並みとは本来,こ のよう

な共通性の上に成立 しているのであって,

それによって街路や地域に対する強い愛着

心が生まれるのである.

観光地といえ ども,主 人公は地元住民であ

る.地 元住民の生活があってこそ,そ の街は

生命力を持っのであ り,「共通の価値観」が

生まれ,「 街路や地域に対する強い愛着心」
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が生 じるのである.こ の愛着心が育んだ街並

みこそが,来 訪者の旅愁をこよなくそそる原

因なのである.京 都 も歴史が古いか ら街並み

が残 ったのではけっしてない.京 都の町に住

む人々の努力があって,初 めて今に残 る街並

みがかろうじて維持できているのである.

一方,鬼 怒川には歴史性がな くとも,そ れ

に代わる物がある.そ れはまさにアーネス ト

・サ トウが賞賛 した渓谷美である.巨 岩 と清

流が織り成す 自然の美 しさは,歴 史 「都市」

にはない ものである.こ の渓谷美を生か さず

に鬼怒川観光の将来はない.と ころが,各 ホ

テルはその渓谷美を自分のホテル ・旅館だけ

で独 占しようとせんがために,ホ テル ・旅館

を川岸の絶壁に建てて,窓 から渓谷が見下 ろ

せるように して しまっている(写 真④参照).

これでは,ホ テルの中に入ればなんとか窓

越 しに鬼怒川の美 しさを窓枠分だけ眺め られ

るが,そ れ以上の観賞は不可能である.各 ホ

テルともそうして しまっているため,鬼 怒川

の美 しさは部分的で,む しろ対岸のホテルの

客室の中がす っか り見えて しまうという興 ざ

あを催させて くれ る.

この自己中心的な景観独占を排除 し,鬼 怒

川の両岸に遊歩道を設けて,観 光客にも地元

民にものんび り散策 しなが ら渓谷美を後ろの

山々の風景 と共に観賞できるようにすれば ど

んなにかすば らしいことであろう.

オギュスタ ン・ベルクは土地の風土性につ

いて 「通態性」というキーワー ドで説明を加

える.彼 は,風 景は環境に対す る社会の一っ

の手がか りであると述べる.そ こには人間主

体だとか物理的環境だとか,ど ちらか一方的

な考え方では風土は解 けないという考えがあ

る.さ らにオギュスタン ・ベルクは 「社会は

決 して自然を制御 しっ くす ことはでき」ない

と述べ る.そ の理 由は,「社会が決 して 自分

自身を十分に統御で きない」からであるとし,

「自然と文化 とい う理論的な二っの極の間の

創造的緊張関係はいっまで も持続 してゆき,

それが風土を歴史的に発展 させてゆく」とい

うわけである㈱.

鬼怒川 もまた,地 方の都市 として,生 活維

持のたあの発展を遂げなが ら,他 方,観 光資

源 と しての 自然景観 を保存 しっっ,相 互 に

「通態性」をもって新たな,そ して鬼怒川独

自の風土を生むことが可能なはずである.

おわ りに

観光地は同時に地元住民にとって もアメニ

ティあふれる都市でなければならない.駅 前

は観光バスとタクシーだけの物になっていて

は,あ まりに寂 しい.駅 に着いて,観 光客が,

さてどこを見学 しようと考えた時,無 料で気

軽に解答を得 られるサー ビスが意外と用意 さ

れていない.

あくまで一案にす ぎないが,駅 前には中途

半端ではな く,き ちんとした地域資料館を設

けてはどうであろうか.そ の1階 には観光案

内所(無 料)を 併設 した資料館(安 価ではある

が有料),2階 には地域住民のための公共図

書館を設置するのである.観 光案内所で地域

の概略を聞いた来訪者は,よ り詳 しく知 りた

ければ,2階 の図書館に行 き,郷 土史 コー

ナーにゆけばよい.

また,1階 の資料館は,正 式な学芸員を置

き,年 に数回の企画展あるいは特別展を催 し,

地域の史料や文化財を展示 し,地 域住民と観

光客に郷土の歴史 ・民俗を理解 してもらい,

文化財保護への体制を整えることも可能で

ある.

1931年 に源泉掘削に成功 し,1948年 には自

ら桜観光株式会社を創立 した桜田壬午郎は,

その自叙伝の中で,次 のように述べている⑳.

私は此土地を分譲す るにっいて同業者に

多 く分けることにした.如 何に資産家で も,

有爵者で も,又 人格が面白くない人には分

譲せぬ.住 んで貰いたくないか らである.

同業者 は共存共栄の間柄であ るか らで,
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色 々斯業上 の研究 も出来 るのであ る.(中

略)こ れを跡は野となれ山となれで最初の

信義を顧みず,利 権的に売 って行 く人は友

情に反 した行為 として深 く反省を求めるの

である.

桜田の脳裏には,温 泉を媒介 にして鬼怒川

が住民にとって,ま た観光客にとって,理 想

的な安息の地になることが描かれていた.し

か し,観 光客が増えるに したが って,の んび

りと河原の湯にひたって山腹を眺めていたの

どかさは失われ,近 代建築による直方体のホ

テルが鬼怒川の両岸を占拠 して しまった.

オギ ュスタン・ベルクは近代建築 に対 して

痛烈に批判 している⑳.

それはどんな風土性 とも風景的動機とも

無縁の空間ですが,一 方で風景の中に必然

的に挿入 される建造物 という形で表現され

ます.一 言で言えば,そ の根本的な抽象性

か ら周囲の世界へと拡大応用 されて以来,

それは冷淡でばかげた空間なのです.

合理 的で普遍的な ものを求めす ぎた近代

社会か ら,我 々は前近代的世界へ回帰すべ

く旅行にでかけるのではなかろ うか.こ ん

なに狭 い日本です ら,地 域によって原風景

が異なる面 白さ.地 域 ごとの風土性 を我 々

は自覚 して作 り,維 持 しなければならない.

(註)
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